
統計３－20　交通特殊事件の検挙状況（平成18、１9年）
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注１：　「交通事故に故意犯を適用した事件」とは、交通事故に対し殺人及び傷害罪を適用したものをい
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　２：　「交通事故の事後において故意犯を犯した事件」とは、交通事故後に証拠隠滅、逃走等の目的
　　　で被害者等を死傷、遺棄したもの及び第三者が被疑者の隠匿、証拠隠滅を図ったものをいう。

注１：　「交通事故に故意犯を適用した事件」とは、交通事故に対し殺人及び傷害罪を適用したものをい
　　　う。




